
おうちの方へ
小学校３年生が読めるようにふりがなをふってい
ますが、大人にも読んでいただけるコーナーです
ので、ぜひお子さんと一緒に読んでください。

小平市　教育委員会だより　　４平成28年（2016年）6月15日

小学生、中学生に読んでもらいたい記事をのせています。
小さい子は、読めない字があったら、おうちの人に教え
てもらってね。

萩山公園・東部公園プールを開設します
午後のみ開放開放期間

7月11日（月）～20日（水）の平日7月9日（土）～8月31日（水）萩山公園
7月11日（月）～20日（水）の平日
9月1日（木）～2日（金）7月9日（土）～9月4日（日）東部公園

教育委員会の行事 ※主なものを掲載しています。また、開催日
等は変更になる場合があります。

行　事月　日
教育委員会定例会　／中央公民館　講座室２!１６日（木）６月
教育委員会表彰式　／中央公民館　ホール
社会教育委員の会議　／市役所　５０２会議室!
教育委員学校訪問　／三小、八小、鈴木小２２日（水）
図書館協議会　／中央図書館!７日（木）７月
教育委員学校訪問　／二小、六中、七小１３日（水）
総合教育会議　／天神地域センター　集会室!１５日（金）
公民館運営審議会　／中央公民館　会議室!１９日（火）
小・中学校終業式２０日（水）
夏休みわくわく体験美術館（～８/３１）　 ／平櫛田中彫刻美
術館

！

教育委員会定例会　／市役所　大会議室!２１日（木）
親子で美術館／平櫛田中彫刻美術館！２３日（土）
小平市立中学校生徒美術作品展（～７/３１）　／中央公民館！２７日（水）
姉妹都市小平町との少年少女交歓交流事業（～８/４）！１日（月）８月
小・中学生広島平和学習（～８/６）！５日（金）
教育委員会定例会　／市役所　大会議室!１８日（木）
なぎさ体験塾事業（～８/２２）！１９日（金）
社会教育委員の会議　／市役所　５０２会議室!２５日（木）
小・中学校始業式１日（木）９月
教育委員会定例会　／市役所　大会議室!１５日（木）

　!＝会議等　　！！＝イベント等

小・中学生カヌー体験教室

「旧小平小川 郵  便  局  舎 」
ゆう びん きょく しゃ

 私 たちの 身  近 な 文  化  財 
わたし み ぢか ぶん か ざい

〜夏休みの自由研究課題にいかがですか〜 ホッとＨＯＴこだいらファミリーデイ参加事業

◆夏休みわくわく体験美術館
　夏休みの1日を美術館で過ごしませんか。小・中学生は
期間中無料で観覧できます。（同伴の保護者は観覧料が必
要）。
　また、特典として平櫛田中の生涯を描いた漫画「田中彫
刻記」をプレゼントします。
と　き　7月20日（水）～8月31日（水）午前10時～午後4時

（火曜日および8月29日は休館）
対　象　小・中学生

◆親子で美術館
　小学生の親子が、美術に親しむための楽
しいイベントです。
と　き　7月23日（土）

（1回目）午前10時～午後0時20分
（2回目）午後1時30分～3時50分
※各回、内容は同じです。

参加費　無料（観覧料も不要）
対　象　小学生と保護者
定　員　各10組（1組何人でも可）
持ち物　鉛筆、消しゴム

内　容（3本立て）
①わくわく「美術鑑賞」
楽しいクイズに答えながら美術鑑賞します。

②わくわく「彫刻づくり」
　粘土で心に残った作品を作ってみよう。
③わくわく「お茶会体験」
　気軽にお茶会が楽しめます。
申込み　7月6日（水）の午前10時から問合せ先へ（電話

可、先着順、ただし初めての方を優先）

問合せ　平櫛田中彫刻美術館☎042（341）0098

　市内でカヌーを体験できる貴重なチャ
ンスです。
と　き　7月26日（火）・28日（木）・8月2

日（火）・4日（木）
時　間　午後7時～9時　全4回（共通）
ところ　萩山公園プール
対　象　市内在住・在学の小学4年生以

上・中学生で25メートル以上泳
げる方（保護者同伴）

定　員　20人
講　師　東京都カヌー協会公認指導者
※申込みについては、市報7月5日号に
掲載

問合せ　地域振興部　文化スポーツ課
　　　　☎042（346）9612

　夏の日本海で地元の小学生と一緒に、
海洋スポーツなどさまざまな体験をして
みませんか。
と　き　8月19日（金）～8月22日（月）
ところ　新潟県柏崎市柏崎海洋センター

「シーユース雷音」ほか
内　容　ライフセービング、海洋スポー

ツ体験、生物観察ほか
※天候により変更する場合があります。
費　用　1万5千円
対　象　市内在住の小学5・6年生（健康

で事前研修（8月7日（日）午前）
を含め全日程に参加できる方）

定　員　20人
申込み　6月30日（木）まで（必着）に、

往復はがき（1人1枚）の往信用
裏面に住所、氏名（ふりがな）、
学校名、学年、性別、電話番号
を、返信用表面に住所、氏名を
記入のうえ、問合せ先へ

　　　　（申込み多数の場合は参加した
ことのない方を優先に学年・男
女別に抽選し、結果を全員に通
知）

問合せ　地域学習支援課
　　　　（〒187ー8701　小平市役所）
　　　　☎042（346）9834

小平市・東村山市・柏崎市交流事業

〈昨年の様子〉

なぎさ体験塾 参加者募集

〈 鬼  板 の 郵  便 マーク〉
おに いた ゆう びん

　「旧小平小川 郵  便  局  舎 」は、今から
ゆう びん きょく しゃ

108年前の 明  治 41年に 建 てられまし
めい じ た

た。この 建  物 は 完  成  以  来 、二度の 曳  屋 
たて もの かん せい い らい ひき や

（ 建  物 を 壊 さずに他の場所に 移  動 させ
たて もの こわ い どう

ること）と 増  改  築 を経て実に75年もの
ぞう かい ちく

間、 郵  便  業  務 を行ってきました。昭和
ゆう びん ぎょう む

58年（今から33年前）に 老  朽  化 のた
ろう きゅう か

め 壊 されることになりましたが、持ち
こわ

主より小平市に 寄  贈 され、市の 文  化  財 に 指  定 されました。その後、平成4
き ぞう ぶん か ざい し てい

年3月に小平ふるさと村に 移  築  復  元 され 現  在 に 至 ります。 復  元 にあたって
い ちく ふく げん げん ざい いた ふく げん

は大正時代 末  頃 の電話 交  換  業  務 も行っていたころの 建  物 のつくりを 再  現 
まつ ごろ こう かん ぎょう む たて もの さい げん

しました。カウンターの 亀  甲  型 の 金  網 も 再  現 したものです。
きっ こう がた かな あみ さい げん

　今から約150年前、日本は 明  治  維  新 により 明  治  政  府 が成立すると、近代
めい じ い しん めい じ せい ふ

化のためヨーロッパ 先  進  諸  国 のしくみを取り入れ、その一つに 郵  便  制  度 が
せん しん しょ こく ゆう びん せい ど

ありました。 明  治 4年（今から145年前）に 明  治  政  府 は 郵  便  制  度 を作り、
めい じ めい じ せい ふ ゆう びん せい ど

だれでも決まった 金  額 の切手さえ 貼 れば手紙を日本全国に 届 けられるよう
きん がく は とど

になりました。小平市内では、 郵  便  制  度 が始まってから10年後の 明  治 14
ゆう びん せい ど めい じ

年（今から135年前）には、すでに 郵  便  局 が 設  置 されていたことがわかっ
ゆう びん きょく せっ ち

ています。
　しかし当時、 政  府 はお金がなかったため、 郵  便  局  専  用 の 建  物 を 各  地 に 建 

せい ふ ゆう びん きょく せん よう たて もの かく ち た

てることはできませんでした。そこで 政  府 は、国内 各  地 の村々の 名  主 （村
せい ふ かく ち な ぬし

長）などの有力者に、わずかなお金と 郵  便  局  員 としての 権  威 を与え、その
ゆう びん きょく いん けん い

かわりにその 自  宅 を「 郵  便  取  扱  所 」として開かせました。そのため昔の
じ たく ゆう びん とり あつかい じょ

 郵  便  局 は、ほとんどが 個  人 の家にありました。このような 運  営  形  態 は、そ
ゆう びん きょく こ じん うん えい けい たい

の後50年間近く、 大  正  時  代  初 めごろまで 続 きました。当時の小平の 郵 
たい しょう じ だい はじ つづ ゆう

 便  局 も、小平の 名  主 の一人である小川 弥  次  郎 家の 自  宅 にありました。そ
びん きょく な ぬし や じ ろう じ たく

の後、荒井家が引き 継 いだ時に、この 建  物 が作られました。
つ たて もの

　この 局  舎 は、そうした 時  代 としてはたいへん 珍 しく、 郵  便  専  用 の 建  物 
きょく しゃ じ だい めずら ゆう びん せん よう たて もの

として 建 てられました。この 建  物 の見どころは、屋根に赤く 塗 られたト
た たて もの ぬ

タン（ 亜  鉛 メッキ鉄板）が 張 られていること、屋根の上にある 鬼  板 には
あ えん は おに いた

 郵  便 マークが入っていること、来客用のトイレの 便  器 が 砥  部  焼 という 染 
ゆう びん べん き と べ やき そめ

 付 （ 藍  色 の 絵  柄 の入った 焼 き物）でできていること、トイレに行くのに
つけ あい いろ え がら や

 専  用 の 廊  下 があり、中の 座  敷 を通らずに行ける 構  造 になっていることな
せん よう ろう か ざ しき こう ぞう

どで、そのつくりには当時 最  先  端 の
さい せん たん

流行が取り入れられています。
　この 局  舎 は、日本に残る 郵  便  専  用 

きょく しゃ ゆう びん せん よう

の 建  物 としては 最 も古いものの一つ
たて もの もっと

であり、 郵  便  制  度 の 発  達 を知るうえ
ゆう びん せい ど はっ たつ

で 重  要 です。 皆 さんも、ふるさと村
じゅう よう みな

に行った時は、そのつくりをよく 観 
かん

 察 してみてください。
さつ

〈 亀  甲  金  網 があるカウンター〉
きっ こう かな あみ

〈 現  在 の旧小平小川 郵  便  局  舎 〉
げん ざい ゆう びん きょく しゃ

〈昨年の教室では、毎年楽しみにしてくれてい
る子も、はじめてカヌーに乗る子も、一日ご
とに上達していました〉


